
A:  たいへん良い
B:  よい
C:  一部検討を要する
D:  改善を要する

A B C D

教育・保育目標の具現化に向け、乳幼児の実

態を踏まえた重点目標を設定しているか。

目標は、本園及び地域の特色を生かしているか。

目標は、社会の要請や保護者の願いを反映して

いるか。

目標は、前年度の反省を生かし、全職員で検討し

、かつ共通理解を図っているか。

指導計画は乳幼児の実態に即して作成して

いるか。

環境の構成を意識した教育・保育や過程を常に

工夫しているか。

素材・用具を適切に活用しているか。

評価結果を基に、教育・保育の改善に努めて

いるか。

能率的・合理的な運営組織になっているか。

職員の配置は適材適所か。

係や仕事の分担・割り当ては適切か。

各種会議を適切かつ効率的に進めているか。

職員相互がそれぞれ全体的立場を理解し、協力や

助言を惜しむことなく施設の運営に関わっているか。

年齢別・クラス経営に生かされるような具体的

保健対策を講じているか。

避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて

適切に実施しているか。

健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成

のため、家庭への啓発を行っているか。

組織の運営体制として、基
準以上の職員を配置し、
希望の係や分担した役割
で、定例会議や計画的に
打ち合わせを行うことがで
きていた。

看護師や保育教諭、栄養
教諭など様々な専門職が
健康・安全について年間
計画を遂行していた。
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評　価
意見・改善策項目 内　　　　容

（１）

（２）

（３）

○

○

○

・感染症対策等社会の変
化に対応した環境構成に
重きを置いた目標であっ
たため、保護者の多様な
ニーズにお応えすることが
困難な場合があった。
・職員間の共通理解につ
いて、全体会議やリモート
会議で周知、意見交換を
行った。

１．教育・保育の計画の編成と実施に関する評価

教
育
・
保
育
に
つ
い
て

（１） ○

教育保育について、カリ
キュラムに沿った内容でそ
の時の状況を考慮した実
践を行った。発表の場は
制限された状況下であっ
たが、経験の場は確保さ
れていた。

（２）

○

２．教育・保育の実践における組織体制と諸条件に関する評価

○

（３） ○

（４） ○

（２）

（３）
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（４） ○

○

○

○

（１）

（５） ○
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（１）

（２）

（３）

○

○

○



A:  たいへん良い
B:  よい
C:  一部検討を要する
D:  改善を要する

A B C D

園児や保護者に関する個人情報を適正に取り

扱っているか。

公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。

保護者を含む地域の人材活用は適切か。

乳幼児の興味関心に基づいて地域社会・その他

の施設と交流しているか。

地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や

生活に触れているか。

地域の子育て環境として、園庭、保育室等を

開放しているか。

「子育てについて」など保護者を対象に学習の

機会を設定しているか。

職員による育児に係る「子育て相談」は充実

しているか。

園だより、ドキュメンテーション、ホームページ

等で施設の情報を発信しているか。

行事や子育て支援事業等を、地域等へ発信

しているか。。

３．情報発信、開かれた園・施設づくりに関する評価

項目 内　　　　容
評　価

意見・改善策

（２）

（１） ○

（１） ○

（２） ○

○

（３） ○

４．教育・保育の可視化、子育て支援等に関する評価

（１） ○

（２） ○

（３） ○

個人情報保護法を順守
し、保護者おの同意とって
いる。

感染症対策を講じた状況
下だったため、地域の方と
の交流に制限をしており、
積極的なかかわりはでき
ていない。
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育
て
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援
の
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進

情
報
の
発
信

感染対策を講じ、園庭開
放や毎月1回親子教室を
行った。また、子育て相談
は継続的に行った。

ＨＰで保育や食事、研修等
の情報公開を継続してい
る。また、子育て支援に関
しては、ポスターなどを公
園等に展示している。

（２） ○
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（１） ○


